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		はじめに

            
		　この本では、EPUBオーサリング環境「FUSEe®β（フュージー・ベーター）」を使用してEPUB電子書籍を制作する方法を解説します。


		　EPUBという規格は、電子書籍の標準化団体である国際電子出版フォーラム (International Digital Publishing Forum：IDPF)により2011年10月、バージョン3.0（EPUB3.0）が勧告されました。先行する欧米での普及に続き、EPUB3.0には日本語組版仕様も盛り込まれ、国内でもそのオープンでフリーなフォーマットであるEPUBに大きな期待が寄せられています。


		　EPUB制作の知識に関しては、ウェブサイトなどでは散発的に記されていて、あまりまとまった情報がありませんでした。そこで本書が企画されました。電子書籍制作の初心者には、XHTMLやCSSの記述方法の習得すらハードルが高いことでしょう。デジタルデータをいったいどのように扱えば電子書籍に活かすことができるのかなどは、知っておくべき範囲が幅広いこともあり、一から組み上げるには骨の折れる作業です。


		　FUSEeβはEPUBファイルに必要な構造を自動的に生成しますので、たとえば小説などのテキスト書籍などであれば、両手で収まるぐらいの数のHTMLタグを覚えればすぐに作ることができます。またEPUB内部構造をよく知る方にとっては、EPUBの技術を駆使して細部まで気を配ったプロフェッショナルな作り方をすることもできます。


		　本書は、EPUB最新仕様の3.0を中心として、EPUB制作の第一歩が踏み出せるよう、実践的ノウハウと制作知識を順序良く習得できることを心がけました。また初心者の方にも役立つ制作に付随する技術的バックグラウンドをできるだけ盛り込むことに主眼を置いて作りました。


	

        

        
	
		用語の使い方について


		
				本書では、HTML全般についてのこと、HTMLから派生した構文（XHTMLやHTML5など）や、HTMLコードのことを示す際には、単にHTMLと表記します。


				また、EPUBで使用されるHTMLは、EPUB2.0.1、EPUB3.0共にXHTMLのマークアップを行いますので、EPUB内で使用されるHTMLを指す際にはXHTMLと表記します。


				EPUB規格のバージョンについては、パートや章の初出時や明示的に表記する際には「EPUB2.0.1」「EPUB3.0」のように記述しています。それに続く記述では「EPUB2」、「EPUB3」と略すことがあります。

		

	

		

		本書の制作サンプルの文章は、青空文庫で公開されている『甘鯛の姿焼き』著者：北大路 魯山人（図書カード：No.49952）に基づいています（http://www.aozora.gr.jp/cards/001403/card49952.html）。青空文庫の皆様に感謝申し上げます。


		本コンテンツ（情報・資料・画像・音声等）（以下「本コンテンツ」）は、有償又は無償で、株式会社フューズネットワーク（以下「当社」）が認めた方法に従ってのみ利用することができます。本コンテンツは、個人的な使用の目的でのみ利用することができるものとし、当社の事前の書面による承諾なく、店舗、サイトなど不特定多数に利用させる場所、複製、貸与、公衆送信その他著作権法で認められている私的使用の範囲を超えて利用することはできません。


		当社は、本コンテンツの内容について、妥当性や正確性について保証せず、一切の責任を負いません。また、本コンテンツの利用にあたり生じたいかなる損害についても、当社は一切の責任を負いません。本コンテンツをご覧いただくためのアプリケーション等のインストールに必要な接続等の費用は、利用者の自己負担で行うものとします。


		本コンテンツやＵＲＬは、予告なしに変更または中止されることがあります。当社は、本コンテンツの変更、追加、中断または終了によって生じるいかなる損害についても責任を負いません。

		本コンテンツの著作権は、上記「青空文庫公開の『甘鯛の姿焼き』著者：北大路魯山人」を除き、当社又は当該コンテンツの著作権者に帰属し、許可なく複製、転用、販売、蓄積等著作権法で認められている私的使用の範囲を超えて利用することはできません。また、本コンテンツの内容を変形、変更、加筆、修正等することは一切できません。本コンテンツに含まれる商標、ロゴ等は、当該商標、ロゴ等の商標権者の商標です。本コンテンツには、ＴＭマークまたはＲマークは明記していません。これらを私的使用以外の目的で無断に利用することはできません。


		FUSEe®は、株式会社フューズネットワークの登録商標です。

		


	


	
		
		本書は『FUSEe®β公式マニュアル』のサンプル版です。

		


		製品版は以下のリンクから、電子書籍ポータルサイト「文楽」「パブー」でご購入いただけます。

		
				文楽　http://epubunraku.com/category/select/cid/314/pid/278

				パブー　http://p.booklog.jp/book/46676

		

		

	







	Part1 FUSEeを始める前に

	まず最初のこのPart1では、FUSEeβで制作を始めるための準備と、EPUB全般についての基礎知識を解説します。なお、各Partの扉ページからは、以下の項目見出しからダイレクトに読みたい箇所にジャンプできます。





	
			
			第１章　FUSEe®βの使用準備
			
				
				FUSEeβの動作環境
			

				
				FUSEeβとEPUBについて知っていただきたいこと
			

			

		

			
			第２章　EPUBの基礎知識
			
				
				EPUB2.0.1とEPUB3.0の仕様の違い
			

				
				EPUB 3.0の特徴
			

			

		

	










	第１章　FUSEe®βの使用準備


	　まず最初にFUSEeβの使用環境とEPUBとの関わりについて記します。


	
		FUSEe®とFUSEe®β


		　FUSEe®はEPUB型式のファイルを制作するためのオーサリング環境です。現バージョンでは、EPUB内部コードを直接編集できるユーザーインターフェイスを設けていて、他のソフトウェアやウェブサービスには見られない、コンテンツに関する自由な編集・記述が可能です。EPUB内部のファイル構造をツリービューで表現し、ファイル内容を直接編集できるので、FUSEe以外で作成されたEPUBファイルの再編集にも対応できます。


		　一方で、目次の自動生成やEPUBパッケージドキュメントの自動生成機能を有していますので、コンテンツのクオリティ向上を最大限化する作業性の確保と省力化を両立させています。また、サードパーティ製プラグインによる機能拡張に対応しています。



		　FUSEeは、株式会社フューズネットワークが2009年に開発を始め、2010年10月にver.1.0がリリースされた国産ソフトです。開発当初、EPUBの規格は2.0でしたが、EPUB3.0の勧告候補が2011年春先に発表され、以来日本語縦書きサポートなどを含む、3.0への対応を順次行なってきました。FUSEeは現在、ひとつのアプリケーションで構成されていますが、サードパーティ製プラグインによる機能拡張、EPUB文書テンプレートといった外部ソリューションの取り込みを実現しており、今後も拡張を続けます。制作プラットフォームとして、よりEPUBに忠実に、より進化した制作ソリューションを提供できることを目指しています。


		　FUSEeβは開発先行公開版という位置付けで無償公開されています。β版で機能の実装を行い、そのフィードバックをもとに製品版に機能が搭載されます。EPUB3.0への対応の実装においてもβ版にて先行公開し、現在に至っています。


	


	
		FUSEeβの動作環境


		本書で対象とするFUSEeβのバージョン


		　FUSEe® β 0.1.0 build10以降


		　最新版のFUSEe® βは株式会社フューズネットワークのダウンロードサイトから入手可能です


		
				FUSEe® 情報サイト

				http://fusee.jp/

		


		利用環境


		　Windows XP SP3、Windows Vista SP1／SP2、Windows 7 32bit版
　（それぞれの64bit版Windowsでは、32bit版互換モードにて動作）


		必要コンポーネント


		
				Microsoft .NET Framework 3.5 Service Pack 1

				http://www.microsoft.com/downloads/ja-jp/details.aspx?FamilyID=AB99342F-5D1A-413D-8319-81DA479AB0D7

		


		　起動時に下記のエラーが表示され正常に動作しない場合は、以下のコンポーネントをインストールしてください。

		
				エラー内容:

				アプリケーションのコンポーネントで、ハンドルされていない例外が発生しました。 CLSID {D6BCA079-F61C-4E1E-B453-32A0477D02E3}を含むコンポーネントのCOMクラスファクトリを取得中に、次のエラーが発生しました：800736b1

		


		
				Microsoft Visual C++ 2005 SP1 再頒布可能パッケージ (x86)

				http://www.microsoft.com/downloads/ja-jp/details.aspx?FamilyID=200B2FD9-AE1A-4A14-984D-389C36F85647


				Microsoft Visual C++ 2008 SP1 再頒布可能パッケージ (x86)

				http://www.microsoft.com/downloads/ja-jp/details.aspx?FamilyID=A5C84275-3B97-4AB7-A40D-3802B2AF5FC2


				Microsoft Visual C++ 2005 Service Pack 1 再頒布可能パッケージ MFC のセキュリティ更新プログラム

				http://www.microsoft.com/downloads/ja-jp/details.aspx?familyid=ae2e1a40-7b45-4fe9-a20f-2ed2923aca62&displaylang=ja-nec


				Microsoft Visual C++ 2008 Service Pack 1 再頒布可能パッケージ ATL のセキュリティ更新プログラム(x86)

				http://www.microsoft.com/downloads/ja-jp/details.aspx?familyid=2051a0c1-c9b5-4b0a-a8f5-770a549fd78c&displaylang=ja

		


		　それぞれのコンポーネントのアップデートプログラムがありますので、Windows Updateを実行して最新の状態にすることをお勧めします。


		
			これらをインストールしてもさらに正常に動作しないという場合はシステムソフトウェアになんらかの競合が起こっている可能性があります。Windowsのコントロールパネルの「アプリケーションの追加と削除」もしくは「プログラムと機能」で、以下のコンポーネントを一旦削除し、Windowsを再起動後、再度インストールを行なってみてください。


			
					1.Microsoft .NET Framework 3.5 Service Pack 1

					2.Microsoft Visual C++ 2005 SP1 再頒布可能パッケージ (x86)

					3.Microsoft Visual C++ 2005 Service Pack 1 再頒布可能パッケージ MFC のセキュリティ更新プログラム

					4.Microsoft Visual C++ 2008 SP1 再頒布可能パッケージ (x86)

					5.Microsoft Visual C++ 2008 Service Pack 1 再頒布可能パッケージ ATL のセキュリティ更新プログラム(x86)

					6.FUSEe®β

			

		


		　また、ビデオの再生、オーディオの再生などのマルチメディアコンテンツの確認には、あらかじめQuickTimeをインストールしておいてください。


		
				QuickTime ダウンロードページ

				http://www.apple.com/jp/quicktime/

		


	


	
		FUSEeβとEPUBについて知っていただきたいこと


		EPUB規格について


			　EPUBは電子書籍の仕様のひとつで、電子書籍の標準化団体IDPF（International Digital Publishing Forum：国際電子出版フォーラム）が策定しています。2012年1月時点での最新バージョンは3.0で、2011年10月11日に勧告されています。


			　EPUBはウェブテクノロジーをベースとしていて、コンテンツ自身の記述にはHTMLやCSSなどを採用しています。オープン性が確保されていると言われるひとつの理由はこのためで、コンテンツの記述方法の他にも、電子書籍としてのパッケージング方法、画像やスクリプト言語など、EPUBは仕様がすべてオープンなもので構成されています。EPUB自身も標準規格としてライセンスフリーなので、フォーマットの使用にあたってはどなたかの許可などの必要はありません。


			　EPUBの仕様はIDPFのウェブページで公開されています。


			
					EPUB 3.0

					http://idpf.org/epub/30


					EPUB 2.0.1

					http://idpf.org/epub/201

			


			　EPUB3.0の規格では、「Publications 3.0」「Content Document 3.0」「Open Container Format 3.0」「Media Overlays 3.0」といったドキュメントが公開されています。これらは規格の仕様書であり、あるべき姿が記述されているものです。言ってみればスポーツにおけるルールブックのようなものです。‘プレイヤー’は、これらの仕様にそって動作するFUSEeβであり、それを使用するあなたです。‘ルール’はできるだけ頭に入れておいたほうが有利ですから、本書ではFUSEeβでの作業にあたって必要な仕様に関する知識は、できるだけ噛み砕いて解説することを心がけました。


			　EPUBという規格に関しては、注意点が2つあります。


			　ひとつめは、EPUB規格に包含されている仕様については、2012年初頭現在、完全にフィックスした状況でないことは知っておいていただきたいポイントです。


			　現在最新版のEPUB3.0はもちろん仕様としてフィックスしています。EPUBを構成する各ドキュメントは、リビジョンが上がるまで（たとえばEPUB3.0.1となるなど）変更されません。ただし、このドキュメントからリンク・参照されている規格がいくつもあります。その中にはたとえばHTML5が参照されていますが、HTML5は規格としてはまだ正式勧告には至っていません（2014年の勧告を目指している）。今後変更になる可能性はわずかながら残っているわけです。


			　EPUB3.0では、コンテンツの記述にHTML5を標準的に使用します。EPUBに関係する方の中にはHTML5をいま使用することについて、ためらいを感じる方もいらっしゃるかもしれません。ですが、すでにHTML5で構築されたサイトは世界中で登場しており、将来にHTML5の方向性が変わるといった心配はありません。


			　ふたつめは、このEPUB3.0という仕様を、どこまでアプリケーションやサービスに反映するかは、開発者／開発社の裁量にまかされている部分があるところです。「EPUB3.0に対応」「EPUB3.0に準拠」といっても、対応が必須でない部分（たとえばビューワのJavaScript対応は任意とされている）は実装されていないことがあることや、仕様には載っていてもまだ実装例がないという機能もあります。大方は実用上支障のない範囲までは対応しているのが通常ですが、対応状況は検証の必要があるでしょう。


			　これは、ウェブの規格とウェブブラウザとの関係とほぼ同様の状況といえます。現在策定が進められているHTML5の場合、ウェブブラウザの多くは機能に対応したバージョンを段階的にリリースしてきています。仕様に準拠する方向で順次追加・修正が続いていますが、たとえば同じコードであっても、Internet ExplorerとGoogle Chromeでは表示結果、実行結果が異なることもありえます。EPUBに関しても、たとえばビューワ分野では、順次追加・修正が続くであろうことはウェブブラウザの場合と同様です。ビューワごとに表示の違い、機能の相違がでることもありえます。


		EPUBは業界標準フォーマット


		　EPUBはどこか1社が独占開発するフォーマットではありません。業界標準規格であり、各社（個人なども同様）は規格に則った製品作りを行うものです。EPUBファイルを記述する際にも、コンテンツ制作者は規格にそって作らなくてはなりません。


		　EPUBではコンテンツ本体のファイルと、それを読むためのビューワは分離されているのが普通です。それぞれの作り手は同一ではありませんから、EPUB規格に則っていないと互換性が問題になります。理想はすべてのファイル（コンテンツ）、すべてのアプリ（ビューワ）が完全に規格に準拠していることですが、上記にも記したとおりなかなかそうはいきません。規格には定義されていても開発に時間がかかって未実装の機能があったり、規格の解釈の違いによって異なる動作をする場合もあります。


		　これは決して規格として不完全だからというわけではなく、多くの人達が関わりを持ち、多くの人達からの支持を得られることで充実し成熟していくのはウェブテクノロジーも同様であり、EPUBも同一線上にあるといえるでしょう。


		　本書では、制作上問題となりそうな互換性の違いなどの重要なポイントについては、できる限りその都度、注釈やコラムとして記していきます。


	


	
		FUSEeβのポジション


		　EPUBはオープンでフリーなフォーマットであり、仕様は公開されていますので誰でも作ることができます。


		　HTMLのマークアップ、XMLの記述に腕に覚えがあってその他のウェブテクノロジーに通じている方は、テキストエディタ（HTMLエディタ）とZIP型式に保存するテクニック（スクリプトなど）があれば手作業で制作することはもちろん可能です。


		　一方でワープロ、DTPソフトなどもEPUBファイルを作成することができます。これらは通常、書き出す機能のみが備わっていて、EPUBファイルを直接編集することはできません。


		　テキストと画像をアップロードして制作できるウェブサービスもあり、ある程度の自由度でEPUBコンテンツを追求できるようになっています。こういったサービスでは、拡張されたEPUB3.0の機能を実現するものは見当たらないようです。


		
			[image: ]
			FUSEeβは幅広いエリアをカバー

		


		　FUSEeβはちょうどそれらの中間に位置しています。テキストと画像を用意して、コンテンツに関するHTMLのマークアップを習得すれば紙書籍と同等のEPUB書籍が制作できます。JavaScriptを使用したインタラクションやマルチメディアの取り込みなど、EPUB3.0で実現可能な機能を盛り込むこともできます。EPUBに不可欠なパッケージドキュメントやナビゲーションドキュメントの生成、EPUBへのパッケージングなど、手作業では機械的で非効率な作業はFUSEeβがすべて受け持ってくれます。


	








	第２章　EPUBの基礎知識


	　この章では、EPUBについて規格面や成り立ちについて解説します。


	　制作を進めていくにあたって必要となる基礎知識をまとめていますが、ここではざっと目を通しておく程度にとどめておき、次章の制作方法に進んでも構いません。FUSEeβの使い方から入り、実践していくうちに分からないことがでてきたら参照するといいでしょう。


	
		EPUB2.0.1とEPUB3.0の仕様の違い


		　EPUB3.0が策定される前の最新バージョンは2.0.1という規格でした。欧米ではEPUB2.0.1型式の電子書籍はポピュラーに流通していて、まだほとんどが2.0.1型式で作られていることでしょう。


		　コンテンツを構成する要素面からそれぞれの相違をあげると次のようになります。


		
			
			  
			    		EPUB 2.0.1	EPUB 3.0
			  

			
			
			  
			    	コンテンツドキュメント	XHTML1.1／DTBook	HTML5（XHTML5）※1
			  

			  
			    	パッケージドキュメント	OPF	OPF
			  

			  
			    	スタイルシート	CSS 2.0	CSS2.1＋CSS3の一部
			  

			  
			    	文字コードセット	UTF-8／UTF-16	UTF-8／UTF-16
			  

			  
			    	ビットマップ画像	GIF／JPEG／PNG	GIF／JPEG／PNG
			  

			  
			    	ビデオ		MPEG-4 H.264、MP4 AAC／VP8
			  

			  
			    	音声		MP3／MP4 AAC
			  

			  
			    	数式		MathML
			  

			  
			    	スクリプト	JavaScript（オプション）	JavaScript
			  

			  
			    	ベクター画像	SVG 1.1（オプション）	SVG 1.1
			  

			  
			    	テキスト音声同期		SMIL
			  

			  
			    	Text-to-Speech (TTS)		SSML／CSS3 Speech module／PLS
			  

			  
			    	目次	NCX	ナビゲーションドキュメント（XHTML5）
			  

			  
			    	フォント		Open Type／WOFF、フォントファイル組込（必須）／SVGフォント
			  

			  
			    	日本語組版対応		縦書き／ルビ／圏点・傍点／縦中横など
			  

			
		


		
			※1　本書では今後EPUB向けのHTML文書・構文のことをXHTMLと表記します。

		


		　まず、メインコンテンツである文章はコンテンツドキュメントに記述しますので、その記法がEPUB3.0で少し変わっています。EPUB2.0.1ではXHTML1.1でしたが、EPUB3.0からはHTML5のマークアップが取り入れられたので作り分けが必要です。EPUB 3で使用するHTML5のマークアップは、XMLの記法に則ったHTML5が推奨されています。正式な規格の名称というわけではありませんが、これをXHTML5と呼ぶことがあります。


		　ウェブテクノロジーの歴史ではHTML4.01からXHTML1.0（後に1.1）への移行という流れがありました。そのXHTMLは1.1で終息し、HTML4.01とXHTMLの両者はHTML5への移行へ一本化されることになりました。


		　XHTMLはHTMLの曖昧さを排除した厳密な記述方法をとっていて、たとえば終了タグは必ず書かなければなりません。HTML5では終了タグを省略する記法もありますが、EPUBとして作成する際にはXHTML5の記法を用います。


		　なおEPUB規格では、上記の表に記されていない（FUSEeが生成する）ドキュメントなどはXML（1.0）に適合することが求められています。

	


	
		EPUBファイルの構成


		　EPUBは2.0.1でも3.0でも、いくつかのファイルを束ねた構成をとっています。束ねる方式はZIP型式です。通常ではEPUBファイルの拡張子は「.epub」ですが、これを「.zip」に変更するとアーカイブツールで中身が見られることはよく知られています。


		　ZIPの内部はフォルダ構造をとることができるので、たとえば同種のファイルは同じフォルダにとか、チャプターごとに同じフォルダに、といったことができます。FUSEeβでは、新規EPUBファイルを作成するときには、種類ごとにフォルダにまとめる方法をとっていて、これをFUSEe標準フォルダ構造としています。なお、FUSEeβでは、EPUB制作中のユーザーが意識する必要のないファイルは操作画面に現れないようになっています。


		　参考までにEPUBを構成するのに必要なファイルを、FUSEeβで［ファイル］－［新規作成］を行った状態を例として示しておきます。


      
        
          	
            ［ブック］

          

          	
            EPUBのルートフォルダ。FUSEeβではEPUBファイル名が表示されます

          
        


        
          	
            mimetype

          

          	
            「application/epub+zip」と記された、EPUBであることを示す先頭に配置される無圧縮のテキストファイル。変更してはならない

          
        


        
          	
            META-INFフォルダ

          

          	
            　

          
        


        
          	
            　

          

          	
            container.xml

          

          	
            最初に読み出され、パッケージドキュメントのパス名を示す記述などがされたXML文書。フォルダとファイル名が変わらなければ変更の必要はない

          
        


        
          	
            OEBPSフォルダ

          

          	
            （FUSEeβはこのフォルダから上を非表示としています）※

          
        


        
          	
            　

          

          	
            content.opf

          

          	
            パッケージドキュメント。EPUBを構成するファイル名と属性、ページの並び順、書誌情報などを記述したXML文書。FUSEeβでは内容が閲覧できますが編集は常時不可

          
        


        
          	
            toc.ncx

          

          	
            NCX型式の目次ドキュメント。EPUB 2.0.1に必要。EPUB 3.0では廃止されているが、EPUB 2.0.1 と3.0の両者に互換を持たす際にはEPUB 3.0でも含めることがある

          
        


        
          	
            textフォルダ

          

          	
            XHTMLドキュメント（コンテンツドキュメント）を含めるフォルダ。拡張子が.xhtml、.htmlのファイルがここに含まれる

          
        


        
          	
            　

          

          	
            cover.xhtml

          

          	
            表紙にあたるXHTMLドキュメント

          
        


        
          	
            nav.xhtml

          

          	
            ナビゲーションドキュメント。EPUB 3.0で採用された。ファイル名は異なる場合があるが、FUSEe標準構成ではnav.xhtmlを採用

          
        


        
          	
            styleフォルダ

          

          	
            スタイルシート（CSS）がここに含まれる

          
        


        
          	
            　

          

          	
            nav.css

          

          	
            nav.xhtmlに対するスタイルシート。通常は内容を変更してはならない

          
        


        
          	
            javascriptフォルダ

          

          	
            外部呼び出しされるJavaScriptファイルが含まれる

          
        


        
          	
            imagesフォルダ

          

          	
            画像ファイルのGIF（.gif）、JPEG（.jpg、.jpeg）、PNG（.png）、SVG（.svg）型式のファイルがここに含まれる

          
        


        
          	
            fontsフォルダ

          

          	
            EPUBに組込むフォントファイルOpenType型式（.otf）、WOFF型式（.woff）のファイルがここに含まれる

          
        


        
          	
            multimediaフォルダ

          

          	
            動画、音声、メディアオーバーレイなどのマルチメディアファイル、拡張子が.mpg、.mpeg、.mp2、.mp3、.mp4、.smil、.plsのファイルがここに含まれる

          
        

      


		
			※グレーのファイル・フォルダはFUSEeβでは内部的に処理されており、ツリービューには表示されません。

		


		　上記のフォルダ構造・ファイル構成を「FUSEe標準フォルダ構造」と呼び、新規作成時にはこの構成が採用されます。なお、他のアプリ・サービスなどで作成されたEPUBファイルを読み込んだ際には標準フォルダ構造と異なる表示になることがあります。


	

	
		EPUB 3.0の特徴


		　EPUB3.0では正式に、縦書き、ルビ、圏点・傍点、縦中横が実現できる仕様になり、日本語組版に対応したのは喜ばしい限りです。


		　EPUBで日本語書籍を制作するにあたっては縦書き等は重要な要素ですが、EPUB3.0にはそれ以外にも重要な仕様が追加されています。主なものを紹介します。


		マルチメディアのサポート


		　EPUB3.0はHTML5をベースとしていますので、<audio>タグ、<video>タグによるマルチメディアコンテンツの組込みが可能になっています。文章の中にイメージ画像を配置するのと同様にビデオを配置したり、ページの中に音声を再生する機能を組込むことができます。


		　ただしテキストと異なり、ビデオや音声、音楽のデジタルデータはサイズが大きいので、長時間のビデオ、長時間の音声を組み込むと、EPUBファイル自体が巨大になってしまう恐れがあります。


		メディアの同期（Media Overlay）


		　本文テキストと音声読み上げを同期する機能のサポートがEPUB3.0で新たに追加されています。テキスト（文章）の段落ごとに、あるいは単語ごとに音声ファイルを紐付け、読書時は読み上げを行なっている箇所をハイライト表示するといった動作になります。このコンテンツ制作にはSMILを用いて記述し、テキストの箇所にidを指定して紐付けを行います。アクセシビリティに配慮した電子書籍が制作できるとして期待されている機能です。


		　今のところiBooksが限定的に対応するなど、一部のビューワでしか表示・再生する機能の実装がされておらず、今後の対応が待たれるところです。


		JavaScriptへの対応


		　EPUB3.0ではスクリプト処理をEPUBに記述する方法が明確に定義されました。これによりJavaScriptをコンテンツドキュメントに記述するか、別途ファイルを組込むかすればスクリプト処理を実行できることになりました。ビューワ側はサポートしてもいい（しなくてもいい）と定義されています。


		フォントの組込み


		　ビューワはOpen TypeとWOFF型式のフォントを、組込みフォントとしてサポートすることが必須とされました。CSS Fonts Module Level 3（ウェブ向けの定義規格）で定義されている通り、CSSによる“@font-face”の記述方法で書体を指定することできます。EPUBファイルにフォントを組込むことにより、世界各国の言語への対応が容易になります。


		　フォントファイルは、使用にあたってはライセンス契約で管理されているので、むやみにEPUBに含めることはできません。フォントの配布については、通常は再配布は認められていません。ライセンス契約の締結で再配布が可能な場合や、無償のものでは作者に許可をえれば可能になるものなどケースバイケースで、いまのところ標準となる手続きは用意されていません。日本語フォントの場合は、ファイルサイズもアルファベットに比べて相対的に大きくなりますので使用にはご注意ください。


	


	
		HTML5やその他のテクノロジー


		　EPUBを隅から隅まで知り尽くそうとするならば、規格に含まれる各テクノロジーまで踏み込まなければなりません。本書ではそれらをすべて解説するには無理がありますので、制作入門に必要となる部分のみ記述しています。それぞれの規格やテクノロジー、たとえばHTML5、CSS2.1、CSS3、JavaScript、SVG、SMIL、MathMLなどについては、ウェブ上の各規格のドキュメントや解説サイト、市販解説書などをお読みになってください。


	


	
		EPUBと日本語コンテンツ


		　文字コンテンツ（書籍の本文）の記述方法としては、文字コードセットにUnicode（UTF-8／UTF-16）が採用されており、EPUB2.0.1型式でも日本語を扱うことは可能でした。EPUB2.0.1型式での日本語書籍も現在わずかながらも流通していて、今後も使用は可能です。ただしEPUB2.0.1には縦書きなどの日本語組版に関する仕様が含まれていません。


		　日本語EPUB2.0.1型式があまり使用されなかった事情としては、ビューワでの表示に関する問題が大きかったでしょう。これまではEPUBを扱うアプリやツールは海外製がほとんどで、日本語コンテンツを表示できないビューワもありました。HTMLの表示に関するウェブテクノロジーには、日本語の組版（たとえば行末の揃えや禁則など）のサポートが十分でなく、印刷書籍との相違が大きすぎて敬遠されたという事情もあるでしょう。


		　EPUB3.0の正式策定を受けて、この事情が大きく変わりました。


		　HTML、CSSを解釈して表示するレンダリングエンジンと呼ばれるソフトウェアコンポーネントが、日本語組版に対応してきています。オープンソースで開発されているWebKitや、Adobe Systems社の開発するAdobe Reader Mobile SDK（RMSDK）などがこれにあたります。国内開発のレンダリングエンジン採用ビューワも登場しています。海外ビューワもアップデートされて、これら最新のレンダリングエンジンを搭載してきているので、現在ではほとんどの場合ファイル形式がEPUB2.0.1でも3.0でも表示は問題なく行えるようになってきています。


		　なお、ビューワの処理を行うアプリやウェブとの親和性から、EPUBではほとんどの場合UTF-8で作成されています。


	


	
	

		本書はサンプル版のため、本章はここまでです。


		製品版は以下のリンクから、文楽・パブーでご購入いただけます。


		
		『FUSEe®β公式マニュアル』
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	次ページ以降では「Part2 EPUB制作を始めよう」をお読みいただけます。

	










	Part2 EPUB制作を始めよう

	Part2では、XHTML、CSSの記述方法について解説します。チュートリアル式に実際にFUSEeβを使いながら学んでいける構成になっています。後半ではEPUB制作に欠かせないEPUBマークアップを、XHTML記法の観点から解説しています。





	
			
		第３章　FUSEeβの基本操作
		
				
			画面構成
			

				
			ツリービューメニューとコンテキストメニュー
			

		

		

			
		第４章　EPUB3制作の基本手順
		
				
			XHTMLの記述方法
			

				
			FUSEeβでEPUB3のXHTML文書を作成する
			

				
			ビューワ画面でプレビューする
			

				
			表紙を作る
			

				
			書籍情報を編集する
			

				
			FUSEeプロジェクトファイルで保存する
			

				
			目次を整える
			

				
			EPUB3型式でファイルを書き出す
			

				
			作成した内容を確認する
			

				
			EPUB3とEPUB2の目次の違い
			

		

		

			
		第５章　書籍らしく体裁を整える
		
				
			構造と体裁を分離する
			

				
			スタイルシート記述の基本
			

				
			スタイルシートを設定する
			

				
			CSSの記述方法
			

				
			文字の大きさ、行間を設定する
			

				
			ルビをふる
			

				
			縦書きを設定する
			

				
			縦書き時のフォント設定
			

				
			傍点を付ける
			

				
			縦中横を設定する
			

				
			CSSのリセット
			

				
			縦書き文書を保存する
			

				
			完成したEPUBを見てみよう
			

		

		

			
		第６章　これだけは覚えておきたいXHTML、CSSの基礎
		
				
			XHTML記述の基礎
			

				
			XHTMLの基本構造
			

				
			構造とレイアウトの分離
			

				
			CSSの記述の基礎
			

				
			クラス属性を用いた文字の装飾
			

				
			目次とid属性
			

				
			ボックスモデルを理解する
			

				
			ボックスモデルの縦書きと横書きの違い
			

				
			この章の最後に
			

		

		

			
		第７章　EPUB 2.0.1型式での制作
		
				
			EPUB 2.0.1型式の設定
			

				
			EPUB 2.0.1 / EPUB 3.0混在型式の活用
			

		

		

			
		第８章　EpubCheckで検証する
		

	









	第３章　FUSEeβの基本操作


	
		画面構成

		　FUSEeβを起動し、まず［ファイル］－［新規作成］メニューを選択するとEPUBファイルの編集画面になります。画面には３つのペインが現れます。


		
			[image: ]
			FUSEeβの起動画面

		


		　左側が書籍全体の目次が表示される「目次ツリー」、中央がEPUB内部のファイル構造が表示される「ツリービュー」、右側がコンテンツの入力や表示のプレビューが行われる「メイン画面」です。


		
				目次ツリー

				現在編集しているファイルの目次内容が表示されます。ここでは編集や入力はできません。目次項目をクリックすると、ページファイルの該当する場所にジャンプします

				ツリービュー

				EPUB内部ファイルの、ファイルとフォルダ構造が表示されます。ファイル名をクリックすると、そのファイル内容がメイン画面に表示されます

		


		　目次ツリーとツリービューは折りたたむことができます。それぞれのペインの×をクリックすると折りたたまれて非表示になります。左側のアイコンをクリックすると元に戻ります。


		
			[image: ]
			目次ツリー、ツリービューを折りたたむ非表示ボタン

		


		
			[image: ]
			目次ツリー、ツリービューを折りたたむとメイン画面が大きく使える

		


		メイン画面

		　メイン画面には５つのタブがあり、クリックすることでそれぞれの画面に切り替わります。


		コード編集

		
			[image: ]

		

		　書籍内容をここで入力し、編集します。XHTMLとCSSのコードを入力する画面です。


		　XHTMLの編集時には、表示されるコンテンツ（テキスト）は文字色が黒で、その他のタグ名、値などはそれぞれ色分けされて表示されます。


		　コード編集画面に表示される項目と、表示フォントは［環境設定］－［コード編集］タブで設定が選択可能です。

		
			[image: ]
		


		ビューワ

		
			[image: ]
		

		　コード編集画面に入力されているページファイル（XHTML）の内容を解釈して表示（レンダリング）します。


		　また、画像ファイルを選択していると、そのイメージが表示されます。その他のファイルではこのタブは表示されません。


		　ビューワ画面で表示するデフォルトのフォントや表示項目は、［環境設定］－［ビューワ］タブで設定が選択可能です。

		
			[image: ]
		


		書籍情報編集


		
			[image: ]
		


		　書籍のタイトル、著者、出版社など書籍に関する内容（メタデータ）を入力・表示します。

	


		その他の情報編集


		
			[image: ]
		


		　書籍情報編集以外のメタデータを入力します。※このタブは［環境設定］－［メタデータ］タブの「その他の書籍情報」の「タブ表示」にチェックが入っているときに表示されます。


		プロパティ


		
			[image: ]
		


		　内部ファイルの書類情報（ファイルの種類、サイズなど）が表示されます。

		　ページファイルではファイル内で使われているタグの一覧とその値が表示されます。ページにリンクが記述されていると、正常にリンクされていればチェックマーク（✔）が、異常がある場合はバツマーク（✘）が表示されます。



	
	

		本書はサンプル版のため、本章はここまでです。


		製品版は以下のリンクから、文楽・パブーでご購入いただけます。


		
		『FUSEe®β公式マニュアル』

				文楽　http://epubunraku.com/category/select/cid/314/pid/278

				パブー　http://p.booklog.jp/book/46676

		

	

	次ページ以降では「第４章　EPUB3制作の基本手順」をお読みいただけます。

	








	第４章　EPUB3制作の基本手順


	

		　EPUBを構成するXHTML、CSSの記述方法、操作手順などを知っていただくために、まず簡単なコンテンツサンプルでEPUB3型式のファイルを書き出すところまでを説明しましょう。


		XHTMLの記述方法


		　EPUB書籍を構成するものとして、文章の本文、見出し、表紙の画像を配置してページを構成する方法から話を始めます。


		　XHTMLの構文では、以下のようなタグで囲むという記述をします。


		
			<開始タグ>コンテンツ</終了タグ>

			└────　　要　素　　────┘


		


		　タグとは、半角の山型カッコ「<」に続くアルファベットの単語と半角山型カッコ閉じまでをいいます。<開始タグ>で始め、必ずスラッシュの付いた</終了タグ>を記述します。そこに挟まれた部分を「コンテンツ」、開始タグと終了タグを含めた全体を「要素」と呼びます。これはXHTML構文としての呼び方です。


		　文章の本文は、<p>タグで囲みます。以下のようになります。


		
		<p>　この料理は、東京に昔からあるものだが、大きいのでちょっと厄介である。金串を打つのにコツがあり、なにも知らずに、ただやたらに何本も串を打ってはいけない。</p>

		


		　一つの段落分までのひとつづきの文章を開始タグ<p>、終了タグ</p>で囲みます。pは、段落・パラグラフ（paragraph）という意味があります。文章が<p>...</p>の外に出ないようにしましょう。


		　見出しにあたる文字は<hn>タグで囲みます。nには1～6といった数字を入れ、数字が小さい方がより上位の見出しにあたります。hは、見出し・ヘディング（heading）という意味です。


		
		<h1>甘鯛の姿焼き</h1>

		<h2>北大路魯山人</h2>

		<p>　この料理は、東京に昔からあるものだが、大きいのでちょっと厄介である。金串を打つのにコツがあり、なにも知らずに、ただやたらに何本も串を打ってはいけない。</p>

		


		　書名・文章のタイトルをh1要素にし、著者名をh2要素としました。これで見出しが2つ、段落が1つ、合計で3つの要素になりました。


		　XHTMLの構文は、このように開始と終了の2つのタグを文章（コンテンツ）の前後に配置していくことで構成します。


		　XHTMLドキュメントを構成するには、<body>タグが必要になります。表示される本体部分を<body>タグで囲みます。XHTMLドキュメントとしてはもうひとつヘッド部が必要です。ヘッド部には<head></head>タグを記述し、ページのタイトルやその他の指示などを記述します。


		
		<head>

		<title>北大路魯山人　甘鯛の姿焼き</title>

		</head>

		<body>

		<h1>甘鯛の姿焼き</h1>

		<h2>北大路魯山人</h2>

		<p>　この料理は、東京に昔からあるものだが、大きいのでちょっと厄介である。金串を打つのにコツがあり、なにも知らずに、ただやたらに何本も串を打ってはいけない。</p>

		</body>

		


		　この前付けのヘッダー部と本体部分全体を含めて、HTMLドキュメントであることを示す<html>タグで囲みます。<html>タグには、XHTML構文であり日本語で記述していることを示す属性を記述します。これは決まりごとなのでおまじないと思って入れておいてください。


		　そして、このドキュメントの先頭に、XMLに準拠した記述であること、文字コードがUTF-8であることを示した宣言（①）と、HTML5に沿った構文で書かれていることを示す宣言（②）を記述すれば、これでひとつの立派な基本XHTMLドキュメントが出来上がります。開始タグと終了タグの対応関係に注意してください。前付けの宣言以下は、それぞれが入れ子になっていることが分かると思います。


		
		<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>　　　← ①

		<!DOCTYPE html>　　　　　　　　　　　　←　②

		


		<html xmlns="http://www.w3.org/1999/xhtml" xml:lang="ja" lang="ja">

		  <head>

		    <title>北大路魯山人　甘鯛の姿焼き</title>

		  </head>

		  <body>

			<h1>甘鯛の姿焼き</h1>

			<h2>北大路魯山人</h2>

			<p>　この料理は、東京に昔からあるものだが、大きいのでちょっと厄介である。金串を打つのにコツがあり、なにも知らずに、ただやたらに何本も串を打ってはいけない。</p>

		  </body>

		</html>

		


		　この記述は、EPUB3に準拠する際のXHTML5構文に則したものです。

	


	
		FUSEeβでEPUB3のXHTML文書を作成する


		　これを踏まえて、FUSEeβでEPUB3ファイル作ってみましょう。ファイルを保存するまでの一連の作業について順を追って解説します。


		　FUSEeβを起動したら最初に環境設定を行なっておきます。［ファイル］メニューから［環境設定］－［ページ］タブを開きます。


		　作成するページをEPUB3対応にするには、ページ内のコンテンツはXHTML5の構文で記述します。また、コンテンツドキュメント（EPUB内部のファイル）の拡張子は.xhtmlとします。この設定をするには、「新規ページ」の項目で、「拡張子」に「XHTML」を選択、「ソースデータ」に「HTML5型式」を選択します。


		
			[image: ]
			EPUB3ファイルの作成の際には、［環境設定］にてXHTML5構文用を初期設定として選択しておく。拡張子はXHTML、ソースデータはHTML5型式。

		


		　OKボタンを押して戻りましょう。


		　［ファイル］メニュー－［新規作成］で新しいファイルを作成すると、次のような画面になっているはずです。

		
			[image: ]
			FUSEeβ起動時のウィンドウ

		


		　ツリービュー（左から2番目のペイン）の“cover.xhtml”が選択されていて、「ビューワ画面」が表示されています。ページ内にコンテンツが無いので何も表示されていません。


		
			同じ画面にならず、テンプレートファイルが表示されているようでしたら、［ファイル］メニューの［環境設定］－［テンプレート］タブで「テンプレートを使用する」のチェックをはずして、改めて［ファイル］メニュー［新規作成］で新規の作業ブックを開きます。

		


		　「コード編集」タブをクリックして切り替えてみましょう。


		
			[image: ]
			cover.xhtmlの初期コード画面

		


		　前項で説明したXHTML構文と同様の要素がすでに入力されています。


		　書籍の表紙にあたるcover.xhtmlの編集は後回しにしておいて、新規XHTMLページを作りましょう。「ツリービューメニュー」の新規作成ボタン（書類に緑のプラス）の黒い三角をクリックして「ページ新規作成」を選びます。


		
			[image: ]
			XHTMLドキュメントのページ新規作成メニュー

		


		
			[image: ]
			ページ新規作成ダイアログメニュー

		


		　ページのファイル名は、たとえばpage0001と入力してOKボタンを押します。


		
		　ページのファイル名には日本語文字は入力しないでください。内部ファイル名に日本語文字（いわゆる全角文字）が含まれていると、EPUBファイルをビューワで読み込んだ際に、Windowsや他のプラットフォームでは不具合が起きる可能性があります。

		　アルファベットとそれに続く数字、一部の記号（_：アンダーバー）を使用してください。日本語文字がファイル名に使われているとエラーメッセージが表示されます。

		


		　コード編集画面を見ると、cover.xhtmlと同様にXHTML構文の基本部分がすでに入力されていることがわかります。


		
			[image: ]
			新規ページのコード編集画面

		


		　宣言やヘッダー部、他のXHTML要素は自動的に入力されています。<body></body>タグにはコンテンツのないp要素が入力されています。この部分に、前項のサンプルのように、見出し、本文段落の入力を行います。


		
			[image: ]
			新規ページに見出しと本文を入力した

		


		
		XHTMLで書籍をどのように表現するかは一様ではなく記述方法はさまざまですが、HTML5以降、部分部分が何を意味するかをマークアップで示していく（セマンティクス）という考え方が広がっています。<hn>タグ、<p>タグは旧来のHTMLからあるものですが、それぞれ見出し（heading）、段落（paragraph）の意味合いが強くなっています。セマンティクスを意識して、本文にあたる文字は<p>タグの中に含め、外側にはみ出すようなマークアップは避けましょう。

		


		
		悪い例：

		<p>本文テキストはｐタグの開始タグ、終了タグの中に含めます</p>

		この部分のようにｐタグに含まれない記述はあまりおすすめできません。<br />

		<p>よりセマンティクスを意識したマークアップを心がけましょう。</p>


		


	


	
	

		本書はサンプル版のため、本章はここまでです。


		製品版は以下のリンクから、文楽・パブーでご購入いただけます。


		
		『FUSEe®β公式マニュアル』

				文楽　http://epubunraku.com/category/select/cid/314/pid/278

				パブー　http://p.booklog.jp/book/46676

		

	

	次ページ以降ではPart3とPart4の目次がご覧いただけます。

	








	
		Part3 FUSEe実践テクニック

		Part 3では、FUSEeβを使いこなすためのテクニックを紹介します。

	


	
	
			
		第９章　FUSEeβの便利機能
		
				
			スタイルシートクラスの呼び出し
			

				
			ページファイルの分割、挿入
			

				
			ページファイルの複製
			

				
			ページ順の入れ替え
			

				
			ファイルの一括読み込み
			

				
			コンテキストメニューからのタグ挿入
			

				
			記述箇所へのジャンプ機能
			

				
			ライブラリ機能
			

				
			リソースファイルのデスクトップ保存
			

				
			Webアーカイブに書き出し
			

				
			ページファイルの配置指定
			

				
			画像ファイルのSVG変換
			

				
			目次の編集を自在にコントロールする
			

		

		

			
		第１０章　テンプレート機能を使用する
		
				
			テンプレート機能とは
			

				
			テンプレートを使用した制作方法
			

		

		

			
		第１１章　プラグインを使ったインポート
		
				
			コピー＆ペースト
			

				
			テキストファイルインポートプラグインによるインポート
			

				
			Wordファイルインポートプラグインによるインポート
			

				
			HTMLファイルの読み込み
			

				
			【参考】InDesignデータの利用
			

		

		

			
		第１２章　既存EPUBファイルの再編集
		
				
			FUSEeの標準構成に変換して開く
			

				
			EPUBの構成で開く
			

				
			EPUBを閲覧モードで開く
			

		

		

	

	







	
		Part4 資料

		FUSEeβの資料集

	


	
	
			
		キーボードショートカット一覧
		
				
			文字選択とファイル操作
			

				
			検索・置換
			

				
			タグ挿入
			

				
			タブ切り替え
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